
ζ夢[ば
沙さ

羅ら

の
時
代

一

此
の
前
書
店

に
い
っ
た
時

に
、
婆
沙
羅

の
題
名

の
つ
い
た
小
説
を
目

に
す
る
こ
と

が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
何
故
、
今
、
婆
沙
羅
な
の
か
と
不
審

に
思

っ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
あ
―
そ
う
か
、
来
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
が

『
太
平
記
』
だ
か
ら
だ
と

思
い
つ
い
た
。
そ
の
せ
い
か
、
書
店

に
よ

っ
て
は

「
太
平
記
』

（吉
川
英
治

の
私
本

太
平
記
）

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
所
も
あ

っ
た
。

今
、
書
店

に
あ
る
婆
沙
羅
の
本
は
、
童
門
冬

二

『
ば
さ
ら
の
群

れ
』

（
日
本
経
済

新
聞
社
）
、
山
田
風
太
郎

『
婆
沙
羅
』

（
講
談
社
）

で
あ
る
。

日
本
経
済
新
聞

（
六
月

二
十
四
日

（
日
）
）

の
新
刊
紹
介

の
欄
で
、
編
集
委
員

の

浦
田
憲
治
氏
が
、
歴
史
小
説
南
北
朝

に
光
―

「
ば
さ
ら
大
名

」
―
の
活
力
を
描
く
と

し
て
書
評
を
書

い
て
い
た
。

と
り
あ
げ

て
い
た
も
の
は
、
網
野
善
彦

『
異
形
の
王
権
』

（平
凡
社
）
、
山
田
風

太
郎

『
婆
沙
羅
』

（講
談
社
）
、
童
門
冬

二

『
ば
さ
ら
の
群

れ
』

（
日
本
経
済
新
聞

社
）
、
童
門
冬

二
氏

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
は
元
東
京
都
庁

の
政
策
室
長
で
、
美
濃
部
都

政
を
支
え
た

一
人
で
、

の
ち
作
家

に
転
進
し
た
異
色
の
人

で
あ
る
。
松
崎
洋

二

『
足

堤

義

利
尊
氏
』

（新
人
物
往
来
社
）

で
あ
る
。

網
野
善
彦

の

『
異
形
の
王
権
』
で
は
後
醍
醐
天
皇
を
、
山
田
風
太
郎
や
童
門
冬

二

の
小
説

で
は
、
ば
さ
ら
大
名

の
代
表
的
人
物
、
佐
々
木
道
誉

や
高
師
直
を
中
心
に
述

べ
て
い
た
。

最
近
送

っ
て
き
た

『
吉
川
弘
文
館

の
新
刊
』

（新
刊
案
内
）
三
十

四
号

（
一
九
九

〇

・
七
）

で
は
、
佐
藤
和
彦
氏

（東
京
学
芸
大
学
教
授
）
が
巻
頭

の
歴
史
随
想
で
、

「
ば
さ
ら
の
周
辺

」
と
題
し
て
書

い
て
い
る
。

佐
藤
氏
は
、
吉
川
英
治
が

『
私
本
太
平
記
』
を
毎
日
新
間

に
連
載
し
は
じ
め
た
の

は

一
九
五
八
年

一
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
に
氏
は
大
学
三
年
生

で
、
早

稲
田
大
学
の
図
書
館

の
新
聞

コ
ー
ナ
ー
で
こ
れ
を
読

み
、
ば
さ
ら
大
名

の
用
語
を
は

じ
め
て
知

っ
た
と
い
う
。

氏
は
、
ば
さ
ら
大
名

の
代
表
者
、
土
岐
頼
遠
、
高
師
直
、
佐
々
木
道
誉

に

つ
い
て

簡
単

に
書

い
て
い
る
が
、
し
め
く
く
り
と
し
て
、

「
ば
さ
ら
に
風
流
を

つ
く
す
こ
と

と
、
寄
合

へ
参
集
す
る
こ
と
は
反
権
力
運
動

の
濫
傷
で
あ

っ
た
。
内
乱
期
社
会

の
本

質
を
解
明
す
る
鍵

の

一
つ
は
、
ば
さ
ら
と
そ
の
周
辺
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
ど
と
書

い
て
い
る
。
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二

ば
さ
ら
の
原
語
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ヴ

ァ
ジ
ャ
ラ
で
あ
る
。
新
村
出
編
の

「
広
辞
苑
』

（第
二
版
）
の
ば
さ
ら

（婆
沙
難

・
時
勢
粧

・
鍍
折
羅
）
の
項
轟
で
は

「
室
町
時
代
の
流
行
語
で
①
遠
慮
な
く
振
舞
う
こ
と
。
②
は
で
に
み
え
を
張
る
こ
と
。

だ
て
。
③
し
ど
け
な
い
こ
と
。
み
だ
れ
る
こ
と
。
狼
籍
。
④
は
ば
、
ま
た
は
ゆ
と
り

あ
る
こ
と
ぼ
と
も
書
い
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
出
版
さ
れ
た

『
岩
波
仏
教
辞
典
』

（岩
波
書
麺
）
に
は
伐
折
羅
と
書

き
、
０
の
項
で
「
新
薬
師
寺
像
の
烙
髪
が
天
に
逆
立
ち
、
か
み
つ
く
よ
う
に
目
を
大

さ
く
開
い
た
形
穣
な
ど
に
表
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
伐
折
羅
大
将
の
降
魔
の
慧
怒
穣
が

極
め
て
異
相
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
∧
ば
さ
ら
Ｖ
は
奔
放
で
、
き
わ
立

っ
て
異
様
な
さ

ま
を
意
味
す
る
語
と
な
っ
た
。

Λ
婆
裟
羅
Ｖ
Λ
婆
沙
羅
∨
Λ
婆
篠
羅
∨
な
ど
を
当
て
、
鎌
倉
中
繭
ご
る
か
ら
用
い
ら

れ
た
語
の
よ
う
で
、
次
弟
に
、
世
の
常
道
に
と
ら
わ
れ
ず
、
奇
を
て
ら
い
、
華
美
を

尽
し
て
異
風
に
ふ
る
ま
う
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
形
姿
や
風
議
を
さ
す
よ
う
に
な
っ

た
ば
と
あ
る
。

前
掲
の
佐
藤
氏
は
、
土
岐
頼
遠
に
つ
い
て
「
ナ
ニ
院
卜
云
フ
カ
、
大
卜
云
フ
カ
、

大
ナ
ラ
バ
射
テ
落
サ
ン
」
と
喚
き
つ
つ
光
厳
上
皇
の
車
に
矢
を
射
か
け

（
『
太
平
記
』

一一一一一）
。

一昌
師
直
は
「
王
ナ
ク
テ
叶
フ
マ
ジ
キ
道
理
ア
ラ
バ
、
木
ヲ
以
テ
造
ル
カ
、
金
デ
以

テ
鋳
ル
カ
シ
テ
」
生
き
て
い
る
院

，
国
王
を
ば
配
流
し
て
し
ま
え
と
放
言
し
て
は
ば

か
ら
な
か
っ
た

（
『
太
平
記
』
二
｛０

。

佐
々
本
道
誉

（高
氏
）
は
「
バ
サ
ラ
ニ
風
流
ジ
ツ
ク
シ
テ
」
小
鷹
狩
り
を
お
こ
な

っ
た
漏
途
、
紅
葉
を
め
ぐ
る
悶
着
か
ら
妙
法
院
に
放
火
し
、
山
内
の
激
し
い
怒
り
を

か
い
、
ま
た
「
身
ニ
ハ
錦
繍
ヲ
マ
ト
ヒ
食

ニ
ハ
八
珍
デ
尽
セ
リ
」
「
衆
ブ
結
デ
茶

ノ

会
ソ
始
メ
日
々
二
寄
合

」

（
『
太
平
記
』
二
重
）
等
の
文
を

『
太
平
記
』
か
ら
利
用

し
て
い
る
。

幕
府
の
法
例
で
あ
る

「
建
武
式
目
」
第

一
条
に
は
「
近
日
婆
佐
羅
と
号
け
て
専
ら

過
差
を
好
む
。
綾
羅
鏑
繍
、
構
好
の
銀
剣
、
風
流
の
議
飾
、
国
を
驚
か
さ
ざ
る
は
な

く
、
頼
る
物
狂
ひ
と
い
ふ
べ
き
か
」
と
ば
さ
ら
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

南
北
朝
の
時
代
に
は
、
ば
さ
ら
大
名
の
高
師
直
や
佐
々
木
道
誉
、
ま
た
悪
党
に
代

表
さ
れ
る
補
正
成
や
花
押
に
特
色
が
あ
る
名
和
長
年
等
の
生
ぶ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

高
無
直

に

つ
い
て
は
今
迄
教
科
書

で
足
利
尊
氏
絵
像

と
さ
れ

て
い
た
馬

に

乗

っ
て
、
ひ
げ
づ
ら
で
、
長
刀
を
か
つ
い
だ
人
物
が
、
足
利
尊
氏
で
な
く
、
高
師
直

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

（京
都
圏
立
博
物
館
、
下
坂
守
氏
）
◇

高
鍾
直
は
、
足
利
尊
氏
の
執
事
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
深
く
そ
の
人

物
像
に
つ
い
て
は
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
此
の
時
代
の
備
後
地
方
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
は
、
ば
さ
ら
大
名
で
は
な
い

が
、
現
在
の
声
品
郡
新
市
町
を
拠
点
と
し
た
桜
山

（富
）
慈
俊
で
あ
る
。

「
遍
由
志
料
』
や

「
太
平
記
』
の
資
料
を
引
用
し
て
み
た
い
。

「
福
山
志
料
』
巻
之
六
、
人
物
所
載
中
の
桜
山
の
項
目
を
要
約
し
て
み
る
と
「
長

谷
纏
議
益
聞
書
と
い
う
も
の
の
中
に
、
桜
山
は
ヽ
と
察
氏
で
、
地
域
の
号
に
よ
っ
て
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太
平
記
に
は
桜
山
入
道
と
記
し
て
い
る
。
実
名
の
慈
俊
は
陰
徳
記

に
見
え
る
と
い
う
」

さ
ら
に
続
け
て
「
太
平
記
に
は
、
吉
備
津
宮

に
、
桜
山
慈
俊
が
火
を

つ
け
て
、
自
刃

し
た
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
六
郡
志

に
は
、
館
に
火
を

つ
け
て
自
刃
し
た
の
が
、

風
が
強
か

っ
た
た
め
に
、
吉
備
津
宮

に
類
焼
し
た
の
で
あ

っ
て
、
太
平
記
の
作
者
は

遠
く
な
の
で
、
風
間
を
も
と
に
し
て
書

い
た
の
で
あ
ろ
う
と
書

い
て
い
る
ピ

『
太
平
記
』

（
日
本
古
典
文
学
大
系
３４

・
岩
波
書
店
）

の
桜
山
自
害
事

の
項
を
引

用
す
る
と

「
去
程

に
桜
山
四
郎
入
道
は
、
備
後
国
半
国
ば
か
り
打
ち
し
た
が
え
て
、

備
中

に
進
入
し
、
安
芸

へ
も
進
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
時

に
、
笠
置
城
が
落
ち
、
楠

正
成
も
自
害
を
し
た
と

い
う
風
間
を
聞

い
た
時

に
、
皆
戦
線
を
離
脱
し
て
、
残

っ
た

の
は

一
族

。
若
党

二
十
余
人
ば
か
り
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
、

当
国

一
宮

へ
詣
り
、
八
才

に
な
る
子
と
、

二
十
七
に
な
る
女
房
と
を
刺
殺
し
て
、
社

壇

に
火
を
か
け
て
、
腹
を
切

っ
た
。　
一
族

・
若
党

二
十
三
人
も
皆
桜
山

の
後
を
追

っ

た
ど
と
あ
り
、
何
故
桜
山
は
社
壇

に
火
を
か
け
た
の
か
と
続
け
る
。

「
此
入
道
当
社

二
首

ヲ
傾

テ
、
年
久
カ
リ
ケ
ル
ガ
、
社
頭

ノ
餘

リ

ニ
破
損

シ
タ
ル

事

ヲ
歎

テ
、
造
営
シ
奉
ラ
ン
ト
云
大
願
ヲ
発

シ
ケ
ル
ガ
、
事
大
営
ナ
レ
バ
、
志

ノ
ミ

有
テ
カ
ナ
シ
。
今
度

ノ
謀
叛

二
興
カ
シ
ケ
ル
モ
、
専
此
大
願

ヲ
遂

ン
ガ
為
ナ
リ
ケ
リ
。

サ
レ
ド
モ
神
非
礼

ヲ
享
給

ハ
ザ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
所
願
空

シ
テ
打
死

セ
ン
ト
シ
ケ
ル
ガ
、

我
等
此
社

ヲ
焼
払
タ
ラ
バ
、
公
家
武
家
共

二
止
ム
事

ヲ
不
得

シ
テ
如
何
様
造
営

ノ
沙

汰

，
可
崎

。
其
身

ハ
従

ヒ
奈
落

ノ
底

二
堕
在

ス
ト
モ
、
此
願
ヲ
ダ

ニ
成
就

シ
ナ
バ
悲
ム

ベ
キ

ニ
非
ズ
ト
、
勇
猛

ノ
心
ヲ
発
テ
、
社
頭

ニ
テ
ハ
焼
死

ニ
ケ
ル
也
。
情
垂
述
和
光

ノ
悲
願

ヲ
思

ヘ
バ
、
順
逆

ノ
ニ
縁
、
何

レ
モ
済
度
利
生

ノ
方
便

ナ
レ
バ
、
今
生

ノ
逆

罪

ヲ
翻

シ
テ
当
来

ノ
値
遇
ト
ヤ
成
ラ
ン
ト
、
是

モ
タ
ノ
ミ

ハ
不
穣
ゾ
覚

ヘ
ケ
ル
ピ

先
ほ
ど
も
書
い
た
よ
う
に

『
備
陽
六
郡
志
』
は

「
太
平
記
』
の
作
者
は
、
遠
く
な

の
で
、
風
間
を
も
と
に
し
て
書
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
吉
備
津
宮

（備
後

一
宮
）

が
破
損
し
て
い
て
、
自
分
で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
の
で
火
を
か
け
れ
ば
、
新
造

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
桜
山
が
考
え
て
火
を
つ
け
た
の
で
は
な
い
と
、
こ
れ
を
否
定

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
備
陽
六
郡
志
」
の
ほ
う
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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